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[和文要旨] 

 患者による胃瘻カテーテルの自己抜去は、重篤な合併症を引き起こす可能性がある。そこで、私たちは

胃瘻カテーテル自己抜去予防装置（名称をペグ・ガードとする）を開発した。この装置を使用することで、

自己抜去を予防でき、患者の身体抑制の程度を軽減させることができる可能性があると思われる。 


